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今金町民憲章

。民主主義に徹し生活を合理化して近代的な町にいたしましょう。

O健康で勤労にはげむ明るい町にいたしましょう。

。技能をみがき産業の開発に努め、豊かな町にいたしましょう。

O教育をたかめ楽しく生活できる平和な町にいたしましょう。

制定昭和42年10月1日



予
算
と
決
算
は
、
町
政
を
進
め
て
行
く
う
え
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
重
要
な
も
の
で
す
.

平
成

9
年
度
は
、
総
合
福
祉
施
設
「
と
し
ベ
つ
」
の
開
設
、
今
金
高
等

養
護
学
校
の
開
校
や
本
町
の
自
冶
制
施
行
1
0
0
年
記
念
事
業
な
ど
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

歳
出
は
、
新
生
産
調
整
推
進
対
策
地
域
調
整
推
進
事
業
(
玄
米
パ
ラ
集
出

荷
施
設
等
)
、
経
営
基
盤
確
立
農
業
構
造
改
善
事
業
、
曙
団
地
公
営
住
宅
建

替
事
業
、
三
世
代
交
流
施
設
建
設
事
業
(
西
部
会
館
)
湖
面
利
用
施
設
整
備

事
業
(
ピ
リ
カ
ポ
ー
ト
場
設
置
等
)、
町
道
・
林
道
や
農
地
の
改
良
な
ど
の

整
備
が
行
わ
れ
、
投
資
的
経
費
は
総
額
お
億
5
千
8
百

9
万
6
千
円
で
歳

出
の
M
・
2
%
(前
年
対
比

m
・
9
%
減
)
を
占
め
て
い
ま
す
。
歳
入
は
、

町
税
、
地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
、
道
支
出
金
な
ど
の
予
算
が
執
行
さ

れ
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
第
4
固
定
例
町
議
会

で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
通
常
経
貨
の
削
減
に
つ
と
め
、
明
る
い
町
，つ

く
り
を
目
指
し
て
、
福
祉
の
向
上
、
産
業
基
盤
の
充
実
、
町
道
の
整
備
と

町
民
の
生
活
に
密
着
し
た
事
業
を
当
初
の
計
画
ど
お
り
執
行
し
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、

1
年
間
の
決
算
内
容
を
グ
ラ
フ
や
表
を
用
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
.

要概の
年度

算
平成9一般会計町民一人

当りの決算額

決
981，334円
町税制，567円)

977，542円

入
(内

出

歳

歳

う使われたιー限られた財源を効果的に
(平成10年 3月末7，222人)

dZh 3Z 計 名 歳 入 歳 出 差 ヨ|額

国民健康保険特別会 計 803，839 738，419 65，420 
簡 易 水道事業特別会計 359， 784 351， 571 8， 213 
老人保健特 別 会計 973， 767 973， 763 4 

公 共 下水道事 業特別 会計 29，282 28， 957 325 

収益的収入及び支出

最念 l反 益 忠告 費 用 差 ヲ|額

国民健康保険特別会計施設勘定
1. 027. 349 1， 011， 208 16， 141 

資本的収入及び支出

収 入 支 出 差 ヲ|額
30.365 86， 927 ム 56，562 

収益的収入及び支出

収 益 総 費 用 差 ヲ|額

老 人 保健特別会 計施設勘定
281， 429 281， 408 21 

資本的収入及び支出

4叉 入 支 出 差 ヨ|額
4， 836 4.836 O 

平成 9年度主な事業
(納助卒業) (千円) (単独事業) (千円)

新生産調整推進対策地域調整推進事業 209.054 ・寒界宅地造成地給担|水設備整備事業 7，898 
経営基盤確 立出業構造改善事業 180，264 .三 世代交流施設建設事業 86，264 
神丘南地区団体営段道整備事業 18.544 100年記念(町烏服図、植樹、石碑)事業 16，475 
磁川間台地区団体営土地改良総合整備事業 20.288 .水田共同 化 特別 対 策事業 9，000 
国営北柏山左岸地区かんばい事業 16， 638 ・米低渦貯蔵 庫建 設 事業 40.494 
国蛍北槍山右岸地区かんばい事業 20， 768 ・中里川沿地区ふるさと緊急農道整備事業 30，009 
国 tu-i東 部地 区 11ll地開 発事業 31，236 鈴金地区団体蛍ふるさと股道緊急整備事業 39，984 
普通林道ブイタウシナイ線開設事業 29，910 .豊金 地 区 農道 特別 対 策事業 29， 764 
日進黄金線道路改良・舗装新設事業 140，000 ・イマヌエル地区ふるさと農道緊急整備事業 38，114 
春日井 線防 雪 柵設也 事業 30，000 ・神丘地区畑地帯総合土地 改良事業 15，947 
御 影市光台線叫1雪筈 防止 事業 45， 000 .仲丘 2)明地区畑地帯総合土地改良事業 59，311 
都 計 画 街路 事業 75， 000 .利別地区地域交流促進役道整備事業 91， 112 
後志利別川緑地運動公園造替成事事業 46，000 .住中地区中山間地域総合農地防災事業 13，281 
賭 団地 公蛍住宅 立 業 138，791・幾 代地 区 鹿 免般道 整 備事業 36，000 

-春日井地区土地改良総合整備事業 101，423 
湖 面 利用 施設整 備 事業 67，668 
.防 雪 柵設 也 取外し 事業 52，910 
-昇栄 線道路改良 事業 35，575 
-青木 高 台線道 路改 良 事業 20，236 
.緑昇線道路改 良 事業 23，625 
.都 市計画街路南通線受 託 事業 65，548 

一般会計・特別会計で使われたお金

105億36，901千円です。

， 

• • 
(千円)特別会計決算の状況

Q. 1 % 

3.1% 
1.3% 

2.4% 亡 商工費 168.923 

Q.4% 
O. 2児
0.2% 。1先
日O耳
目0%

31. 345 
16. 505 
14，722 
5， 987 
1. 510 
3， 475 

消防費
197. 269 
2.8% 

財産収入
地方，肖費税交付金
繰越金
利子劃交付金
交通安全対策特別交付金
寄付金

地方交付税
3， 405， 997 
48.1% 

6.8% 

自動車取樽税交付金 53.415 0.8% 
使用料及び手数料 105.282 1.5% 
分担金及び負担金 111.023 1. 6見
地方譲与税 124， 370 1. 8 % 
繰入金 128.369 1. 8% 
諸収入 378.790 5. 3 % 

国庫支出金 482.870 • • 
286， 955千円
35， 553千円
186，183千円
79， 693千円
51. 537千円
398， 176千円
213， 193千円
6， 000千円
200， 000千円
480， 122千円
149，327千円
10， 168千円
20， 000千円
10，000千円
39， 350千円
11， 082千円

〕内ζ〔

基金
財政調整 基 金
国保事業財政 調 整基金
土地開発 基 金
国営 土 地改良支払基金
奨学資金貸付基金
国鉄瀬棚線代替輸送確保基金
減償基金
高 林文庫基金
ふ るさと創生基金
文化センター基金
地域福祉基金
中山間ふるさと水と土保全基金
河川 環 境保全基金
丹羽文庫基金
簡水財政 調 整基金
中山間地域活性化推進基金

証券・ 証券 ・

その他の権利

毒事。

車鞠

題事霞

a'aF幽咽

帥
開
細
川

建物

韓…

匙生〉
6，514，760m 
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ら
し
や
す
い
町
づ
く
り
を
推
進

し
、
自
然
の
ま
ま
の
景
観
を、

美

し
い
緑
と
水
に
固
ま
れ
た
潤
い
の

あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
や
、
子
供

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
「
ふ
る
さ
と

今
金
」
に
誇
り
を
も
ち
、
楽
し
く

暮
ら
せ
る
問
づ
く
り
、
さ
ら
に
、

高
齢
者
の
急
増
す
る
現
状
か
ら
健

康
づ
く
り
運
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
よ
る
保
健
、
医
療
、
福
祉

体
制
の
充
実
を
図
る
な
ど
諸
事
業

に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
決
意

を
新
た
に
述
べ
て
い
ま
し
た
。

(4) 

永

年

勤

続

優

良

従

業

員

表

彰

式

今金二世紀に向け新たか

づくり目指し

新年交礼会

今
金
町
商
工
会
(
伴
常
雄
会

長
)
主
催
で

1
月
刊
目
、
町
民
セ

ン
タ
で
商
工
会
関
係
者
約
加
入

が
出
席
し
、
永
年
勤
続
優
良
従
業

員
表
彰
式
が
行
な
わ
れ
、
受
賞
者

を
祝
福
し
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
各
事
業
所
、
商

応
な
ど
に
永
年
勤
務
し
、
特
に
功

労
顕
著
な
従
業
員
に
贈
ら
れ
る
も

の
で
、
同
名
の
受
賞
者
が
勤
続
年

数
に
応
じ
て
賞
状
と
記
念
品
を
会

長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
北
海
道
商
工
会
迎
合
会
長
を

受
賞
し
た
幅
さ
ん
、
山
崎
さ
ん
の

伝
達
式
も
行
わ
れ
、
受
賞
者
を
代

表
し
て
幅
さ
ん
か
ら
謝
辞
が
述
べ

ら
れ
引
き
続
き
祝
賀
会
を
兼
ね
た

新
年
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

古
川
年
以
上
の
受
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

o
m年
以
上

阿
部

美
之
(
胸
北
部
徐
山
桜
悦
術
生
)

戸
田
紀
子
(
刷
丸
藤
ふ
じ
か
わ
尚
庖
)

〈〉
百
年
以
上

佐
々
木
鶴
治
(
テ
l
オ
l
山
一
運
輸
)

佐
藤
達
夫
(
テ
I
オ
l
山
一
運
輸
)

佐
々
木
義
雄
(
今
金
オ

l
ト
側
)

兵
藤
国
春
(
今
金
オ
l
ト
附
)

=↑
 川
崎

昌
子

(側
ク
リ
キ
)

坂

東

和

子

(
ファミ
リj
z
yプ
ナ
イ
ト
ワ
)

o
m年
以
上

山

崎

恵

子

(
ク
リ
ナ
l
ズ
背
凹
)

〈〉
お
年
以
上

幅

政

一
(
今
金
は
や
し
印
刷
社
)

1
月
7
日
、
川
主
催
の
新
年
交

礼
会
が
町
民
セ
ン
タ
ー
で
町
議
会

議
員
、
農
業
委
員
、
各
種
団
体
の

代
表
者
、
各
種
委
員
、
自
治
会
・町

内
会
長
、
官
公
庁
の
代
表
者
、
町

幹
部
な
ど
約
卯
人
が
出
席
し
聞
か

れ
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
、
村
本
町

長
か
ら
景
気
の
低
迷
が
続
き
回
復

基
調
が
み
ら
れ
な
い
中
、
企
業
倒

産
、
失
業
率
も
戦
後
最
悪
を
更
新

中
と
経
済
も
極
め
て
厳
し
い
状
況

に
お
か
れ
本
町
に
お
い
て
も
厳
し

い
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、
幻
世
紀
に
向
け
て
、
容

平成11年4月から進学 ・進級及び就l除

される子どもさんをもっ母子家庭のため

の北海道の貸し付け制度です。

3月から随時受け付けてます。

育資金の種類及び貸付紙

・就学支度資金

高校公立 7万5千円以内

私立 23万円以内
大学・ 専修

公立 37万円以内

私立 38万円以内

・就学資金 (月額)

高校公立 l万4千円以内

私立 2万6千円以内

公立 4万円以内

私立 4万8千円以内

公立 4万円以内

私立 4万8千円以内

公立 3万8千円以内

私立 4万7千円以内

・就職支度資金 10万円以内

・修業資金(月額)5万円以内

会償還

卒業後6カ月据え置きで利子は3%又

は無利子 ・期間は3年から20年以内

現在、貸付を受けている方も引き続き

手続きが必要です。必要t!}類その他詳し

くは役場IIlf民繰町民係までお問い合わせく

ださい。

町子福祖資重の豆i司

2
2
2
5
 

第

叫

俊

民

白

山

短大

専修

大学

• 

• 

t 

(e 

(. 

沖
縄
県
で
開
催
さ
れ
た
、
第
州
出

回
全
国
環
境
衛
生
大
会
で
地
区
衛

生
組
織
活
動
の
域
進
に
よ
り
保
健

衛
生
の
向
上
に
寄
与
し
た
町
内
在

住
の
鈴
木
正
三
さ
ん
が
、
永
年
の

功
縦
が
認
め
ら
れ
厚
生
大
臣
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん
は
、
昭

和
初
年
に
今
金
町
衛

生
組
合
と
し
て
発
足

し
て
以
来
、
日
年
の

永
き
に
わ
た
り
本
町

の
衛
生
業
務
に
対
し

て
精
力
的
に
活
動

し
、
年
2
回
の
衛
生
指
導
を
定
着

さ
せ
る
な
ど
会
長
を
退
い
た
後
に

お
い
て
も
後
進
の
指
導
、
相
談
者

と
し
て
信
頼
も
厚
く
衛
生
委
員
の

指
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
功
績

に
よ
り
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

防
火
防
災
を
願
い

泊

防

出

初

式

生活環境改善事業功労者とじて
厚生究曙表彰を受賞

1
月
6
目
、
今
金
消
防
団
に
よ
る
観
閲
式
が
消
防

車
咽
前
で
行
わ
れ
、
各
消
防
団
員
、
消
防
職
員
が
村
本

川
長
、
青
木
消
防
団
長
の
観
関
を
受
け
町
民
の
見
守

る
な
か
で
木
槍
や
っ
こ
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
目
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
町
議
会
議
員
、
官
公

庁
の
代
表
者
、

町
内
会

・
自
治
会
長
、
消
防
関
係
者
、

消
防
団
員
な
ど
、
1
3
5
人
が
出
席
し
出
初
式
が
行

わ
れ
、
青
木
団
長
か
ら
無
火
災
な
ど
の
決
意
や
防
火

活
動
な
ど
へ
の
訓
示
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

永
年
に
わ
た
り
活
躍
し
た
団
員
に
北
海
道
消
防
協
会

表
彰
な
ど
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
目
、

前
今
金
町
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
会
長
と
し

て
活
躍
し
た
東
町
の
加
藤
和
子
さ
ん
に
地
域
防
火
防

災
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
村
本
町
長
か
ら
感
謝

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

正三さん

鈴木さんは、入院療

養のため、平成B年の

写真を掲載しました。

鈴木南IIfJ

地
域
保
健
全
国
大
会
で
地
区
衛

生
組
織
活
動
の
推
進
に
よ
り
保
健

衛
生
の
向
上
に
寄
与
し
た
町
内
在

住
の
加
藤
保
さ
ん
に
永
年
の
功
績

が
認
め
ら
れ
脳
全
園
地
区
衛
生
組

織
連
合
会
長
貨
を
受
賞
さ
れ
ロ
月

日
日
に
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し

た。
加
藤
さ
ん
は
、
昭
和
町
年
か
ら

町
内
衛
生
委
員
と
し
て
活
動
し
、

平
成
3
年
の
会
長
就
任
後
は
「
リ

サ
イ
ク
ル
可
能
資
源
回
収
事
業
」

や
「
粗
大
ゴ
ミ
回
収
事
業
」
な
ど

計
画
的
に
実
施
す
る
等
、
地
域
の

環
境
衛
生
推
進
に
積
極
的
に
取
り

全園地区衛生組織連合会
を

本
町
の
前
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
寒
昇
の
生

色
勇
さ
ん
が
村
本
町
長
か
ら
感
謝
状
を

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

生
亀
さ
ん
は
、
昭
和
田
年
か
ら
平
成

川
年
i
月
の
5
期
日
年
を
今
金
町
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
と
し
て
税

務
行
政
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も
に

税
の
公
平
か
つ
適
正
な
課
税
の
推
進
に

尽
く
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
こ
の
度
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

保さん

税
務
行
政
の
発
展
に
寄
与

町
長
か
ら
感
謝
状

加藤l昭和町

組
ん
で
き
た
功
紛
が
認
め
ら
れ
、

こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。

〕5
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之
と
考
会
連
合
会

百
人
首
六
会

1
月
同
日
、
今
金
町
こ
ど
も
会

連
合
会
主
催
の
第

8
四
百
人

一
首

大
会
が
今
金
百
人
一
首
ク
ラ
フ
の

協
力
で
総
合
体
育
館
の
武
道
場
で

開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
各
地
域
で
冬
休

み
の
あ
い
だ
猛
練
習
を
重
ね
た
、

小
、
中
学
生
何
人
が
参
加
し
、
各

チ
ー
ム
は

3
人

一
組
と
な
り
、
予

選
リ
ー
グ
戦
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
戦
が
行
わ
れ
、
応
援
に
駆
け
つ

け
た
父
母
、
仲
間
な
ど
の
応
援
を

受
け
鋭
い
気
合
と
と
も
に
身
を
乗

り
だ
し
木
札
を
飛
ば
し
合
う
激
し

い
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

1
月
げ
日
に
は
第
初
回
槍
山
管

内
の
子
ど
も
会
「
新
春
か
る
た
大

会
」
が
厚
沢
部
町
で
開
催
さ
れ
、

男
女
各

4
チ
ー
ム
、
ジ
ュ
ニ
ア

2

チ

l
ム
が
参
加
し
男
子
の
部
で

3

位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

女

優

勝

八

束

A

・

浜

田

真

衣

(
3
年
)

・

境

田

麻

耶

(
3
年
)

・
大
場
ひ
と
み

(
3
年
)

一
マ
小
学
生
の
部

女

優

勝

八

束

A

・

垣

本

実

成

(
6
年
)

・
黒
{
呂
聖
哉

(
6
年
)

・
杉

林

立

規

(
6
年
)

マ
中
学
生
の
部

会

優

勝

今

金

中

D

・

田

中

俊

行

(
3
年
)

・
川
合

政

之

(
2
年
)

・
苅
屋

孝

二

(
2
年
)

〈〉
槍
山
大
会
男
子
の
部

す

3

位

・
田
中

・
大
場

.
黒{邑

俊
行
(
中

3
年
)

彰
人
(
中
l
年
)

聖
哉

(小
6
年
)• 

2 

(. 

魁
乃
あ
る
農
阿
紅
白
E
づ
く
り
仁
個
り

農
協
H
M
腔
甜
創
立
幼
年
記
号
仙
を
祝
う

今
金
農
業
協
同
組
合
女
性
部

(
川
上
絹
子
部
長
)
は
ロ
月

9
日、

女
性
部
創
立
刊
年
記
念
式
典
が
町

民
セ
ン
タ
ー
で
農
協
関
係
者
、
部

員
な
ど
約

1
8
0
人
が
出
席
し
て

聞
か
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
川
上
部
長
か
ら
消

費
者
か
ら
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
良

質
で
安
全
な
農
産
物
を
生
産

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
こ

と
で
あ
り
生
産
者
に
与
え
ら

れ
た
大
き
な
課
題
、
魅
力
あ

る
農
村
社
会
予
つ
く
り
に
向
け

女
性
な
ら
で
は
の
知
恵
や
工

夫
を
生
か
し
努
力
し
た
い
と

式
辞
が
述
べ
ら
れ
、
歴
代
役

員
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。式
典
終
了
後
は
、
作
家
の

開
高
健
さ
ん
と
組
ん
だ
「
オ

l
パ
!
」
な
ど
で
知
ら
れ
る

写
真
家
高
橋
昇
さ
ん
の
記
念

講
演
が
行
わ
れ
、
合
わ
せ
て

第
お
回
農
村
女
性
文
化
祭
も

聞
か
れ
、
部
員
ら
に
よ
る
踊

り
、
歌
な
ど
が
披
露
さ
れ
お

祝
い
に
花
を
添
え
て
い
ま
し
た
。

農
協
女
性
部
は
、
農
協
の
担
い

手
、
農
業
経
蛍
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
心
豊
な
農
村
を
目
指
し
、
女

性
の
地
位
向
上
を
図
る
な
ど
、
朝

市
や
夕
市
な
ど
の
開
催
や
介
護
へ

ル
パ

1
2級
の
資
格
取
得
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平成11年度
町の建設工事等並びに備品等競争

入札参加資格審査申請について

(円雲左京ラコテ空坦) 「ミラ、

男女雇用機会均等法が変わります

平成11年4月1日から、男女雇用機会均等法が改正

され募集・採用、配置・昇進・教育訓練、福利厚生、定

年 ・退職・解雇の各分野において、女性に対する差別

が禁止されます。

このうち、求人募集については下記の事項が禁止さ

れることとなります。

0女性であることを理由として、募集 ・採用の対象か

ら女性を排除すること。

0男女共用求人であるにもかかわらず、女性又は男性

の募集人員を設定すること。

0年齢、婚姻の有無、通勤の状況その他の条件を付す

場合において、女性に対して男性と異なる条件を付

すこと。

0女性のみの募集・採用を行うこと。

・ハローワークにおける求人の受理についても、原則

として男女区分欄のない「男女共用求人」として受理

することとなります。

男女雇用機会均等法の趣旨をご理解のうえ、ご協力

いただきますようよろしくお願いいたします。

一一一一-----y

〕nhu
 
〔

.ハローワーク函館(函館公共職業安定所)

町
で
は
、
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
競
争
入

札
参
加
資
格
が
平
成
日
年

3
月
紅
白
で
期
限

切
れ
と
な
る
た
め
、
平
成
日
年

4
月
1
日
か

ら
平
成
日
年
3
月
出
日
ま
で
有
効
の
競
争
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

。
申
請
書
提
出
期
限

平
成

U
年

2
月
目
日
ま
で

・
受
付
時
間
は

9

0ω
i
M山
初

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

。
提
出
方
法

申
請
書
の
持
参
若
し
く
は
郵

送
で
、
郵
送
の
場
合
は
、
返
信
用
封
筒
に
切

手
を
添
付
し
た
も
の
を
同
封
し
て
く
だ
さ

し

。
提
出
様
式

・
建
設
工
事
等
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
用
紙
は
、
制
北
海
道
土
木
協
会
で
購
入
し

て
く
だ
さ
い
。

・
備
品
等
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
用

紙
は
町
作
成
の
様
式
(
総
務
課
管
財
係
に
配

置
)
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

-
お
問
い
合
わ
せ

総
務
課
管
財
係

8
0
1
3
7
8

2

0

1

1

1

 

(
内
線
2
2
1
)

• (. 

l
月
U
目
、
い
ま
か
ね
よ
さ
こ

い
倶
楽
部
「
夢
追
い
人
」
と
狩
場

太
鼓
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
が
八
雲

国
立
療
養
所
に
出
向
き
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
、
中
学
生
を
中
心
と
す

る
よ
さ
こ
い
倶
楽
部
凶
人
と
小
学

生
を
含
む
狩
場
太
鼓
日
人
が
踊
り

4
山
と
太
鼓

3
曲
を
被
露
し
入
所

者
た
ち
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

今
回
の
活
動
は
、
狩
場
太
鼓
の

メ
ン
バ
ー
に
療
養
所
に
勤
務
す
る

竹
谷
み
ど
り
さ
ん
が
仲
間
た
ち
に

声
を
掛
け
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

歩
く
ヌ
キ
ー
も
楽
し
、
夜

歳
末
特
別
防
犯
街
頭
啓
発

今
金
町
防
犯
協
会
で
は
ロ
月

M
目
、
町
内
の
飲

食
庖
を
回
り
歳
末
特
別
防
犯
街
頭
啓
発
を
実
施
し
ま

し
た
。こ
の
啓
発
に
は
、

北
槍
山
瞥
察
署
堀

次
長
を
は
じ
め
、
保

護
司
会
今
金
分
区
、

更
正
保
護
婦
人
会
、

今
金
婦
人
会
な
ど

か
ら
お
人
が
参
加

し
防
犯
運
動
の
協

力
を
お
願
い
し
て

い
ま
し
た
。

〕7
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歩
く
ス
キ

l
ク
ラ
ブ
は

L
月
日
目
、
新
年
の
恒
例
と
な

っ
て
い
る
初
歩
き
ス
キ
ー
を
ク
ラ
ブ
員
や
美
利
河
自
治
会

な
ど
が
参
加
し
デ
・
モ
ー
レ
ン
広
場
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

室
内
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
冬
季
問
、
運
動
不
足
に
な

り
ま
す
。
歩
く
ス
キ

l
は
、
冬

の
健
康
づ
く
り
の
手
頃
な
ス
ポ

ー
ツ
。
あ
な
た
も
は
じ
め
て
み
U

ま
せ
ん
か
。

A
H

お
問
い
合
わ
せ
先

総
合
体
育
館

(
2
2
0
2
6
)

加

藤

保

(
2
i
1
8
4
3
)



も
う
苛
晶
、
，
年
生

A

毎
年
ゅ
“
，
A

秒、ハ

待
ち
に
待
っ
た
入
学
の
日
が
近
づ
い

て
き
ま
し
た
。
新
入
学
児
童
の
み
な
さ

ん
は
期
待
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
学
校
で
は
、
優
し
い
お

兄
ち
ゃ
ん
や
お
姉
ち
ゃ
ん
が
み
な
さ
ん

の
元
気
に
登
校
す
る
日
を
楽
し
み
に
待

っ
て
い
ま
す
。

今
年
入
学
す
る
み
な
さ
ん
を
紹
介
し

ま
す
。
ま
た
、
名
前
の
も
れ
て
い
る
方
、

転
入
さ
れ
た
方
は
教
育
委
員
会
ま
で
こ

連
絡
く
だ
さ
い
。

今今今今今今今今今神八八八八八八八種種種種花美学
利校

金金金金金金金金金丘束束束束束東東川 川 川 川 石河名

， 

し
ま
苛

児
童
名
(
保
護
者
名
)

村

上

拓

也

公

共

也

)

横

山

か

す

み

(

裕

二

安

田

樹

史

(

善

紀

)

加

藤

圭

祐

(

秀

明

)

小

岩

彩

美

(

消

明

)

佐

々

木

修

(

浩

)

岡
林
ひ
か
り
(
国
光
)

山

本

敏

介

(

智

明

)

越
後
谷
あ
い
(
久
興
)

吉

田

梓

(

恭

政

)

境

固

有

沙

(

哲

哉

)

杉

林

怜

奈

(

範

久

)

川

上

惰

佑

(

正

幸

)

西

野

佑

美

(

恒

幸

)

飯
田
あ
お
い
(
英
次
)

買

手

優

希

(

郁

史

)

花

田

美

紀

(

法

博

)

演

回

亜

弥

(

利

文

)

塩

崎

航

矢

(

弘

明

)

笠

原

由

衣

(

弘

道

)

佐

々

木

介

(

元

治

)

中

山

菜

(

秀

悦

)

伊

藤

実

(

健

こ

• • 

1月 18日可愛い封筒に『除士'のω

じさんヘ』激励の手紙が届きました。

毎日、朝早くから、雪かきをしてくれて、あり

がとう。

私は冬はきらいです。私の大好きな友達が 「冬は

忙しいからJと言って私と遊んでくれないからで

す。冬はスキーができるし、雪まつりがあるから

楽しいです。大きいみどりの車で除雪した後のか

たい道を、たんたんならしながら歩くのも楽しい

から好きです。だけど、やっぱり、私は大好きな

友達と早く遊びたいです。だから，早く雪がとけ

て、春がきたらいいのになぁと、思っています。お

じさんも，毎日、さむいから、かぜをひかないで、

がんばって下さい。

除雪のおじさんへ

@
民
年
室
Q
&
A

Q
 
私
は

ω歳
に
な
っ
た
の
で
年
金

を
請
求
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
免
除
期
間
が
あ
る
と
年
金

額
が
少
な
く
な
る
と
聞
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
で
も
納
め
る
こ
と

が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

A
 O納
め
た
方
が
お
得
で
す
。
保

険
料
の
免
除
を
受
け
て
い
た
期
間

に
つ
い
て
は
、
印
年
前
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
れ
を
追
納
と
い
い
ま
す
。

年
金
額
の
計
算
を
す
る
場
合
、
免

除
さ
れ
た
期
間
は
、
納
め
た
期
間

に
比
べ

3
分
の

l
の
額
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
の
で
、
追
納
す
る
こ

と
で
将
来
、
よ
り
高
い
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ω歳
を
過
ぎ
て
か
ら
で
も
前
歳

に
な
る
ま
で
の
問
は
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
繰
り
上
げ
に
よ

り
年
金
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た

と
き
は
追
納
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
注
意
く
だ
さ
い
。

。
詳
し
く
は
町
民
課
年
金
係
ま
で

(8
2
1
0
1
1
1
)
 

萌稚峻建設課 除雪のおじさんから

毎日朝早くから除雪をしている一向、うれしい

手紙をいただきありがとう。

この冬は寒い日が続き、カゼをひかないよう元

気で良い子であり、友達と勉強もがんばって下さい。

おじさん達も皆さんが安心して道を歩けるよう

にがんばります。

•••••• 
平成10年分農業所得・
一般確定申告相談日程表

•••••••• •••••• • • 

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今

金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金

国土

田崎村井

恵

美

(

勝

)

沙
央
里
(
孝
司
)

友
也
(
秀
夫
)

美

紗

(

実

)

翼
(
尚
紀
)

あ

や

(

進

)

恭
大
(
章
二
)

裕

人

(

裕

)

美
希
子
(
秀
明
)

琢

磨

(

正

二

友
菜
(
祥
栄
)

由
希
絵
(
亮
)

瑞

稀

(

晃

二

麻
衣
(
光
義
)

貴

洋

(

彰

二

タ

奈

(

正

)

陸
紘
(
正
美
)

美
紗
(
敬
吾
)

真

衣

(

充

)

涼

(

渉

)

祥
平
(
義
浩
)

陽
平
(
長
悟
)

光
樹
(
民
悟
)

彩
(
正
美
)

悠
生
(
郁
子
)

隆
良
(
敏
宏
)

大
樹
(
幸
治
)

あ
か
り
(
歩
)

里
佳
(
敏
弘
)

耕
太
朗
(
厳
)

悟
(
俊
樹
)

メ〉、メ〉、メ入メ〉、ζミト4ト、メ入メ益、 4込メ入メ〉、メ〉、
i -f -/寸 -! -'Ift，
金金金金金金金金金金金金

尾瀧泣倒松Tl』
FRhU 山武西佐

々
木

鈴

木
笹

森

青織佐能垣柳本木西西須郷越青町地赤渥林早越清高狭奥清金柴 川
々

柳田木{阪本元庄島村村田 野間田野田川中田木河掲川美司

• ， 

口部村 j宰 j宰林崎山
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香
(
克
之
)

U

紘
一
(
叶
央
二
)

弘
(
秀
樹
)

弘
(
秀
樹
)

弘
(
康
弘
)

太
(
浩
之
)

馬
(
貞
夫
)

樹
(
裕
司
)

里
(
勝
明
)

乃
(
裕
市
)

祐
(
幹
郎
)

香

(

誠

)

(8) 

今金保育所

次
の
日
程
で
、
税
務
署
の
職
員

が
計
算
方
法
や
申
告
書
の
書
き
方

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
最
寄

り
の
会
場
に
お
気
軽
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。

す
土
曜
日

・
日
曜
日
及
び
祝
日

は
、
税
務
署
は
閉
庁
し
て
お
り
ま

す
が
、
申
告
書
等
を
提
出
さ
れ
る

方
の
た
め
に

「時
間
外
収
受
ポ
ス

ト
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

-
今
金
町

・

日

時

2
月
お
日
・
お
日

午
前
凶
時

1
午
後
4
時
ま
で

・
会

場

役

場

中

会

議

室

-
北
槍
山
町

日

時

3
月
1
日
・

2
日

午
前
叩
時
1
午
後
4
時
ま
で

・
会
場
北
恰
山
消
防
署

-
瀬
棚
町

・

日

時

3
月
3
日

・
会

場

役

場

会

議

室

午
前

ω時
1
午
後
4
時
ま
で

・
八
雲
税
務
署

・

日

時

2
月
凶
日
1
3
月
日
日

午
前
9
時

1
午
後
4
時
ま
で

※
土
曜
日
・
日
曜
日・
祝
日
を
除
く

※
正
午
か
ら
午
後
1
時
ま
で
は
昼

休
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

確定申告の相談日程についてE • • 
月 日 J~ 事組合名

2月15日 午前下稲穂 上積川下トマンケシ八東宮の下

(月) 午後下盟国上鈴企何l'丘中台上金原光台

16日 午前金又住中春日井 英和l河奥種川

(火) 午後御影上田代八鈴八来初回八東南原

17日 午前花石 中トマンケシ並畳鈴岡第二

(水) 午後豊田中央下種川上白石 八束更生

18日 午前怒昇金原旭下白石神丘町台神丘新興

(木) 午後住吉 瑞穂鈴岡第 上極川l (A) 

19日 午前上稲部日進神丘中央 金原昭和

トマンケシ 鈴岡下台

(金) 午後中里金原宮前 F軒並畳

22日 午前よ豊田田代極川宮前

(月) 午後八東栄作l'丘共和鈴金鈴川イマヌ工ル

安一般所得申告相談日

2月24日(水)-3月15 (月)間+)UJ 

午前 9時~午後4時まで

役場3階会議室(土 日・祝日を除く)

※正午から午後 l時までも受け付けていますロ

•••••••••••••••••••••••••••• 
〕n吋〔

会農業所得申告相談日

.受付時間]

(('J!品業所得 一般確定申告相談会場



~瀬棚町~ ~北槍山町~ ~八雲町~
新鮮な色介類と加工品を産地価格で r~t惜日本山海・新の成荒産波カにキもJ まをこれ賞て味首くラだt::さい ~町営温泉おぼ』荘~

「瀬棚タ市』 ((静かな山峡の町営温泉))

-日 時 毎月 月末日曜日 カキフライ、カキ酢、カキ鍋などお 四季折々に変わる露天風巴。雪を

太好.だ価みさっの新食べ方産で、 栄養お満召点ぷっくり 見ながらの露天風呂は格別。

・せたな支Sの隠合をR午所ヨ日開同l農栴後f協曜催Hの場同H3し…ご時組にて3合いM0分瀬地まか棚元すで.ら支諮J開所問おF制で直変劇は販更、

た成カキを し上がりく

毎の内に容ひ月な「タやな月る市末場まどj 

し、 ロ料金

格/1kg(約8個()千 500円 大人大人l中学生) 中人 小人
肖す費。税込み) 日帰り入港 1ω円 310円 15.0円無料

-地お方問発送合漁もいたし所ま申 宿 泊 5， 950円5，問。円 5，泊。円 4.8叩円
- い わせ・ 支お し込み

めのうえお出かけ下さい。 ひやま協瀬棚 太総出張所 。お問い合わせ八雲町商工観光労政課

-お問い合漁わ業せ 葛(B西01378-6-0310) B01376-2 -2111 

ひやま 協同組合瀬棚支所 または 勉 。予約は、「おぼこ荘」

BOI378-7-3221 (字新成BOI378-6-0233) B01376-3 -3123 

~長万部町~ ~熊石町~ ~大成町~
h ..品

Fデ"-晶..-"'".斗'" -， ・4 ‘ ーム...L ー門口、 ，--ー 一・~-円，.~ .. 

' 百
" メ

日

]リド-JL交涜ネットワーワ崎思確直協議芸陪報]ーナー

み

ん

な

楽
主主し
罰か
;可つ

-tE 
山年量
発
表
A. = 

未
来
さ
ん

今
日
は
、
学
習
発
表
会
で
す
。

朝
、
学
校
に
き
て
、
ワ
ク
ワ
ク

し
て
い
ま
し
た
。
は
じ
ま
る
時
間

は
9
時
で
す
。
お
き
ゃ
く
さ
ん

は
、
い
っ
ぱ
い
い
て
、
み
ん
な
は

発
表
す
る
と
き
に
き
ん
ち
ょ
う
し

て
い
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム

3
番
は
、

一
年、

二
年
、
三
年
の
ゅ
う
ぎ
で
す
。
さ

さ
き
先
生
が
、

「
み
ん
な
、
お
い

で
、
ゅ
う
ぎ
の
は
ん
て
ん
を
き
る

よ
。
」
と
い
っ
て
、
き
が
え
て
い
た

ら
、
う
ち
の
お
母
さ
ん
が
き
て
、

は
ん
て
ん
を
着
る
の
を
て
つ
だ
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
の
上

に
あ
が
る
と
、
ド
キ
ド
キ
し
て
、

「
ま
ち
が
え
た
ら
ど
う
し
よ
う
。
」

と
、
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
ま

ち
が
え
な
い
で
、
み
ん
な
で
き
た

の
で
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

次
が
一
年
生
か
ら
三
年
生
ま
で

の
げ
き
で
す
。
げ
き
の
題
名
は
、

• 

d 

• 

の
広

場

『
日
本
昔
話
』
で
す
。
な
ん
回
も
な

ん
回
も
れ
ん
し
ゅ
う
を
し
て
き
ま

し
た
。
し
っ
ぱ
い
を
し
た
ら
、
一

か
ら
や
り
な
お
し
て
、
つ
か
れ
ま

し
た
。
で
も
今
日
が
本
番
だ
か

ら
、
せ
り
ふ
を
ま
ち
が
え
な
い
よ

う
に
、
気
を
つ
け
て
や
り
ま
し

た
。
げ
き
は
、
大
せ
い
こ
う
で
す
。

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

次
が
、
こ
じ
ん
発
表
で
す
。
さ

い
し
ょ
は
、
詩
の
暗
唱
を
し
ま
し

た
。
わ
た
し
は
、
や
っ
て
い
る
と

き
、
れ
ん
し
ゅ
う
の
と
き
よ
り

も
、
は
や
く
読
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。
で
も
と
ち
ゅ
う
か
ら
、
ペ
ー

ス
を
落
と
し
て
、
ゆ
っ
く
り
読
み

ま
し
た
。
自
分
で
は
、
ま
あ
ま
あ
よ

か
っ
た
な
あ
と
、
思
っ
て
い
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
川
番
は
、
こ
じ
ん

発
表
で
す
。
あ
ら
た
は
、
『

一
年
生

に
な
っ
て
、
た
の
し
か
っ
た
こ

と
』
で
し
た
。
作
文
ょ
う
し
に
書

い
て
、
発
表
し
て
い
ま
し
た
。
大

き
な
声
で
、
は
っ
き
り
と
し
ゃ
べ

っ
て
い
ま
し
た
。

次
の
発
表
は
『
が
ん
ば
っ
た
算

数
』
、
な
っ
ち
ゃ
ん
の
発
表
で
す
。

な
っ
ち
ゃ
ん
も
大
き
な
声
で
、
は

っ
ぴ
ょ
う
し
て
、
「
じ
よ
う
ず
だ

な
あ

l
。
」
と
、
思
い
ま
し
た
。

次
の
発
表
は
、
え
い
じ
君
の

『
カ
メ
に
つ
い
て
』
で
す
。
え
い

特別料理有

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
「トイレで排池」、

釧

の定め12! 
(パート1)

あ翌日

「自立し定排池」

月曜日及び休日。定休日3311 2 BOl377 

じ
君
は
、
絵
を
か
く
の
に
、
く
ろ

う
し
て
い
ま
し
た
。
で
き
あ
が
っ

て
、
絵
も
う
ま
く
て
、
じ
よ
う
ず

で
し
た
。
れ
ん
し
ゅ
う
の
と
き
、

え
い
じ
君
は
い
つ
も
て
れ
て
い
た

け
ど
、
学
習
発
表
会
の
と
き
は
、

て
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
わ
た

し
の
家
に
も
カ
メ
が
い
ま
す
。
だ

か
ら
え
い
じ
君
が
、
発
表
す
る
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
て
、
と
て
も

い
い
べ
ん
き
ょ
う
に
な
り
ま
し

た。
次
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
ロ
番
で

す
。
四
・
五
年
生
の
げ
き
で
、
わ

た
し
は
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し

た
。
ぜ
ん
す
け
君
が
ま
ね
し
こ
守
そ

う
で
、
本
間
君
が
た
ろ
う
で
、
お

ね
え
ち
ゃ
ん
が
ナ
レ
ー
タ
ー
で
、

は
る
か
ち
ゃ
ん
が
花
子
ゃ
く
で
、

ゅ
う
い
ち
ゃ
ん
が
道
子
ゃ
く
で

す
。
は
じ
め
て
、
さ
い
し
よ
か
ら

さ
い
ご
ま
で
見
て
、
お
も
し
ろ
か

っ
た
け
ど
、
さ
い
ご
は
少
し
か
わ

い
そ
う
で
し
た
。

次
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
日
番
『
お
わ

り
の
言
葉
』
で
す
。
『
お
わ
り
の
言

葉
』
は
、
じ
ど
う
会
長
の
は
る
か

ち
ゃ
ん
が
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し

た
。
は
る
か
ち
ゃ
ん
は
お
昼
休
み

を
つ
か
っ
て
、
れ
ん
し
ゅ
う
し

て
、
言
葉
も
お
ぼ
え
て
い
ま
し
た
。

今
日
は
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。
ま
た
こ
ん
な
楽
し
い
学
習

発
表
会
が
し
た
い
で
す
。

「
下
の
世
話
だ
け
は
受
け
た
く

な
い
」
と
い
う
言
葉
は
よ
く
耳
に

す
る
こ
と
で
す
。
哀
を
返
せ
ば
、

排
池
を
人
に
委
ね
さ
る
を
得
な
い

状
態
は
、
人
と
し
て
の
尊
厳
を
失

い
か
ね
な
い
ほ
ど
の
深
刻
な
問
題

と
言
早
え
ま
す
。
排
世
ケ
ア
は
1
自

ら
回
か
ら
凶
回
、
尿
意
や
便
意
を

催
し
た
時
に
行
わ
れ
な
く
て
は
な

ら
ず
、
大
き
な
介
護
負
担
の
原
因

と
な
り
が
ち
で
す
。

脳
卒
中
で
片
麻
療
や
股
関
節

・

膝
関
節
に
障
害
が
あ
る
た
め
に

「便
器
か
ら
の
立
ち
上
が
り
が
大

変
」
、
「
ト
イ
レ
ま
で
の
移
動
が
大

変
」
と
い
う
排
池
の
相
談
を
よ
く

受
け
ま
す
。
今
月
と
来
月
は
、
座
る

こ
と
が
で
き
る
方
の
自
立
を
助
け
、

介
護
負
担
が
軽
く
な
る
便
利
な
排

池
用
具
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ー
ネ
便
器
か
ら
の
立
ち
上
が
り
が
大

変
な
場
合

①
洋
風
便
座

和
式
便
器
の
場
合
は
、
和
式
便

器
に
か
ぶ
せ
て
洋
風
便
座
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
(
ド
ア
の
位
置

に
対
応
し
て
便
座
フ
タ
の
方
向
を

変
え
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
)

②
補
高
便
座

便
座
高
さ
は
鈎
叩
位
が

一
般
的

• • ろ4畿のアイドルょうさ
ー 回目白..... 4 ‘垣本 洋樹ちゃん

(平成8年6月17日生まれ)
末広町垣本幸治さん、まき子さんの2男
【親から】
とてもひょうきんで元気印の我が家の
太陽ヨーキです。
太鼓大好吉、アメ大好き、立の子大好き
只今、初恋真っ最中

いっしょに通う保育所のしほちゃん大好き
こんなボクだけどこれからもよろしくネ。

で
す
が
、
片
麻
療
や
股
関
節

・
膝

関
節
に
障
害
が
あ
る
方
、
筋
力
が

低
下
し
て
い
る
方
は
便
座
が
高
い

ほ
う
が
立
ち
上
が
り
ゃ
す
く
、

ω

叩
程
度
高
く
で
き
る
便
座
で
す
。

③
手
す
り

便
器
か
ら
の
立
ち
上
が
り
の
た

め
に
は
、
縦
手
す
り
を
利
き
手
側

壁
面
に
便
器
の
先
端
よ
り
目
;
お

叩
程
度
前
方
に
取
り
付
け
ま
す
。

(10) 

*
ト
イ
レ
ま
で
の
移
動
が
困
難
な

場
合
に
つ
い
て
は
次
回
に
掲
載
し

ま
す
。在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
ご
本
人
や
ご
家
族
の
希
望
、

困
っ
て
い
る
こ
と
を
お
聞
き
し
な

が
ら
、
ご
本
人
の
身
体
機
能
や
介

護
者
の
身
体
機
能
、
体
力
に
あ
っ

た
用
具
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

併
せ
て
、
用
具
の
給
付
制
度
申
請

手
続
き
の
お
手
伝
い
も
し
て
い
ま

す
。
ご
本
人
の
身
体
機
能
、
所
得

に
よ
っ
て
制
度
を
利
用
で
き
な
い

場
合
等
も
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

T
E
L
2
2
7
8
0
 

ゆい

維ちゃん

(平成9年2月1日生まれ)
南豊聖戸室幸俊さん、小百合さんの長女
【親から】
この頃急に言葉数が憎え、私達を幸せな
気持ちにさせてくれます.
このまま元気に，人の気持ちがわかる子
になってほしいですね。

砂戸室
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(重点目標)

園困園困
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
が
、

町
の
歴
史
や
自
然
・
文
化
を
大
切
に
し

家
庭
や
学
校
、

地
域
社
会
の
き
ず
な
を
深
め

熱
意
を
も
っ
て
、
自
ら
楽
し
く
健
や
か
に
学
び
合
い
ま
し
ょ
う
。

社会教育

だより
第267号

百
人

一
首
と
子
供
た
ち

「
乙
女
の
姿
し
ば
し
と
ど

1
め

1
ん
1
」・

・・

朗
々
と
し
た
調
べ

と
と
も
に
鋭
い
気
合
で
札
を
争
う

子
供
た
ち
の
姿
。
冬
場
の
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
な
遊
び

1
百
人

一
首
は
、
昔

か
ら
伝
わ
る
日
本
伝
統
の
遊
び
で

す
。
北
海
道
に
伝
わ
る
百
人

一
首

は
、
下
の
句
だ
け
を
読
み
上
げ
木

の
札
を
取
り
合
う
独
特
の
ル

l
ル

で
行
わ
れ
て
お
り
、
『
下
の
句
カ

ル
タ
』
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
か

つ
て
は
、
雪
の
便
り
を
聞
く
頃
に

な
る
と
、
各
家
庭
や
地
域
く
る
み

で
百
人
一
首
に
興
じ
て
い
た
よ
う

で
す
が
、
残
念
な
が
ら
昨
今
で
は

そ
れ
も
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

よ
う
で
す
。
今
金
で
は
、
年
頭
の

恒
例
行
事
と
し
て
、
こ
ど
も
会
迎

合
会
が
教
室
と
大
会
を
聞
い
て
い

ま
す
。
そ
し
て
そ
の
指
導
に
あ
た

っ
て
い
る
の
が
、
百
人

一
首
ク
ラ

ブ
の
み
な
さ
ん
。
ク
ラ
ブ
で
は
、

礼
儀
や
集
中
力
、
精
神
力
を
高

め
、
子
供
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

の
お
手
伝
い
に
な
れ
ば
と
、
毎
年

忙
し
い
中
を
縫
っ
て
足
を
運
ん
で

く
れ
て
い
る
ほ
か
、
自
ら
も
大
会

を
主
催
し
、
子
供
た
ち
へ
の
普
及

と
指
導
に
精
を
出
し
て
い
ま
す
。

そ
の
期
待
に
応
え
る
か
の
よ
う

に
、
回
を
追
う
ご
と
に
輝
き
を
増

す
子
供
た
ち
の
真
剣
な
限
差
し

と
、
気
迫
の
こ
も
っ
た
手
さ
ば

き
。
見
守
る
大
人
た
ち
を
も
引
き

込
む
力
が
百
人

一
首
の
魅
力
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

， 

• • 

犬
ぞ
り
体
験
恕
ど
満
喫

の
び
の
び
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ク
ー
ル

冬
休
み
に
じ
っ
と
家
に
い
る
よ

り
、
友
だ
ち
と
元
気
い
っ
ぱ
い
遊

ぼ
う
!
と
、
教
育
委
員
会
が
主
催

し
て
、
の
び
の
び
ウ
イ
ン
タ
ー
ス

ク
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

1
月
ロ
日
か
ら

一
泊
二
日
の
日

程
で
ネ
イ
パ
ル
森
と
函
館
ス
パ
ビ

ー
チ
を
訪
れ
た
の
は
、
小
学
生

ω

名

・
中
学
生
げ
名
の
仲
間
た
ち
と

指
導
者
4
名
の
合
わ
せ
て

ω名。

こ
と
し
の
目
玉
は
、
犬
ぞ
り
体

験
(
写
真
)
。
み
ん
な
は
じ
め
て
の

体
験
で
し
た
が
、
こ
わ
ご
わ
な
が

ら
も
ひ
と
り
ず
っ
全
員
す
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

例
年
に
比
べ
中
学
生
の
参
加
が

多
く
、
指
導
者
が
ヒ
ン
ト
を
与
え

る
だ
け
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と

り
、
グ
ル
ー
プ
で
考
え
行
動
し
て

い
ま
し
た
。
子
供
た
ち
か
ら
は
「
学

校
で
は
で
き
な
い
体
験
が
で
き

た
」
「
他
の
学
校
の
児
童
や
、
一
緒

に
泊
っ
た
他
の
グ
ル
ー
プ
と
も
交

流
し
友
だ
ち
に
な
れ
た
」
な
ど
の

声
が
聞
か
れ
、
指
導
者
は

「昨
年

の
経
験
者
も
お
り
、
か
ら
だ
の
自

己
管
理
が
し
っ
か
り
し
て
い
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

と
か
く
自
然
の
中
で
遊
び
な
が

ら
学
ぶ
こ
と
が
不
足
が
ち
と
言
わ

れ
る
現
代
っ
子
で
す
が
、
そ
の
機

会
を
与
え
る
だ
け
で
興
味
や
関
心

を
持
ち
、
本
来
の
子
供
ら
し
い
姿

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
体
験
が
、
日
常
生
活

の
中
で
の
自
発
的
な
行
動
に
つ
な

4

が
っ
て
い
け
ば
、
人

間
性
豊
か
な
た
く
ま

し
い
青
少
年
に
育
つ

も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
そ
の
切
っ
掛
け

づ
く
り
が
親
や
指
導

者
の
役
目
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

問
い
合
わ
せ
は
、

二
l
三
四
八
八

る番喜主2毛J書室町

ス
キ
|
靴

〈文化財探訪32)

今
ど
き
の
ス
キ

靴
は
色
も
カ
ラ
フ
ル

に
な
っ
た
も
の
だ
と

篤
き
ま
す
。
で
も
、

い
っ
こ
ろ
か
ら
ス
キ

ー
靴
は
あ
ん
な
に
固

く
、
大
げ
さ
な
も
の

に
な
っ
た
の
で
し
ょ

私
た
ち
の
生
涯
学
習

体力に応じたスポーツをス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
み
方
と
し
て

自
分
に
合
っ
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

で
取
り
組
め
る
色
々
な
種
目
に
挑

戦
し
て
み
る
の
も
必
要
で
す
。

こ
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
教
育

委
員
会
で
は
年
間
を
通
し
て
各
種

の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
大
会
、
ニ
ュ

ー
ス
ポ

l
ツ
の
論
習
会
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
総
合
体

育
館
で
は
、
体
育
協
会
専
門
部
や

愛
好
会
が
毎
週
定
期
的
に
練
習
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
新
入
会
員

を
募
っ
て
い
ま
す
の
で
、
遠
慮
な

く
総
合
体
育
館
へ
申
し
込
ん
で
下

さ
い
。運
動
の
で
き
る
人
、
苦
手
な
人

や
高
齢
者
に
か
か
わ
ら
ず
、
個
々

う
か
。
私
の
記
憶
が
正
し
け
れ

ば
、
小
学
生
の
頃
は
、
ゴ
ム
長
靴

で
ス
キ
ー
を
滑
っ
て
い
た
と
思
う

の
で
す
が
(
年
が
パ
レ
ま
す
)
。

さ
て
、
北
海
道
に
お
い
て
ス
キ

ー
は
、
大
正
初
期
か
ら
昭
和
初
期

に
か
け
て
普
及
し
た
そ
う
で
す
。

こ
の
頃
は
、
ス
キ

l
用
の
靴
を
入

手
す
る
の
が
大
変
で
、
靴
屋
に
注

文
し
、
外
国
製
の
も
の
を
手
本
に

し
て
作
ら
せ
て
い
た
そ
う
で
す
。

写
真
は
、
美
利
河

・
岡
部
広
さ
ん

寄
贈
の
革
製
の
ス
キ

l
靴
で
す
。

お
そ
ら
く
、
昭
和
初
期
乙
ろ
に
購

入
し
た
も
の
で
、
当
時
と
し
て
は

今
金
町
で
最
も
歴
史
の
あ
る
郷

土
芸
能
・
豊
田
鬼
能
太
鼓
そ
の

伝
統
を
伝
え
、
支
え
て
き
た
の
が

『
豊
田
郷
土
芸
能
利
別
川
鬼
能
太

鼓
保
存
会
』
(
代
表
鈴
木
忠
さ
ん
)

で
す
。
昭
和
初
年
代
後
半
、
豊
田

と
春
日
井
の
青
年
た
ち
が
中
心
と

な
っ
て
、
現
在
の
保
存
会
が
結
成

さ
れ
ま
し
た
。

鬼
能
太
鼓
の
単
調
な
リ
ズ
ム
に

は
、
開
拓
農
民
の
生
活
が
た
た
き

込
ま
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
力
強
さ
を
伝
え
、
地
域

の
伝
統
文
化
を
継
承
し
て
い
こ
う

と
、
昭
和
計
年
に
は

『
こ
ど
も
鬼

• • 
の
体
力
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
を
、

日
ご
ろ
の
生
活
の

一
コ
マ
に
組
み

入
れ
て
、
充
実
し
た
毎
日
を
送
り

ま
し
ょ
う
。

総
合
体
育
館
で
の
毎
週
定
期
的

な
練
習
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

〈〉
午
前
中
(
愛
好
会
)

マ
火
・
木
曜
日
ビ
1
チ
バ
レ
ー

マ
マ
さ
ん
テ
ニ
ス

マ
水
曜
日
ミ
ニ
テ
ニ
ス

マ
水

・
金
曜
日
マ
マ
さ
ん
バ
ド

ミ
ン
ト
ン

。
夜
間
(
体
協
専
門
部
)

マ
火
曜
日
卓
球

マ
水
曜
日
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

マ
木
曜
日
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

マ
金
曜
日
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

マ
土
曜
日
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

。
午
後
(
体
協
専
門
部
)

マ
水
・
金
曜
日
ゲ

l
ト
ボ

l
ル

第
9
回
の
地
域
研
究
セ
ミ
ナ
ー

を
次
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。
興
味

が
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

マ
日
時

マ
場
所

マ
演
題

マ
講
師

2
月
日
日
明
午
後
6
時

教
育
委
員
会
会
議
室

ピ
リ
カ
カ
イ
ギ
ュ
ウ
っ

て
ど
ん
な
動
物
?

篠
原
暁
氏
(
沼
田
町
教

育
委
員
会
)

〕ηノ』1
 
〔

珍
し
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。
編
み
上
げ
式
が
な
ん

と
も
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
雰
囲
気

を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

能
太
鼓
』
を
創
立
し
ま
し
た
。
以

降
、
児
童
へ
の
指
導
・
育
成
が
活

動
の
中
心
と
な
り
ま
し
た
が
、
地

域
の
特
色
や
結
び
つ
き
が
少
な
く

な
り
つ
つ
あ
る
現
在
、
こ
の
よ
う

な
伝
統
的
な
素
材
を
活
用
し
た
学

校
・
地
域
づ
く
り
は
、
最
も
身
近

か
な
生
涯
学
習
の
実
践
と
い
え
ま

す
。
残
念
な
が
ら
豊
田
小
は
児
童

数
一
人
と
な
り
、
太
鼓
の
音
も
遠

の
い
て
い
ま
す
。
鈴
木
さ
ん
は

「
た
た
き
手
は
い
な
く
な
っ
て
も
、

せ
め
て
保
存
会
は
残
し
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
す
。
地
域
を
守
る
新

た
な
原
動
力
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

社
教
関
係
行
事
等
の
日
程

引

2
8

四
九

凶
日
間
道
ス
ポ
桧
山
冬
季
大
会

な

ス
キ
|
競
技

ω

∞
杭

ピ
リ
カ
ス
キ
|
場

酷

凶
日
間
広
域
施
設
活
用
ネ
ッ
ト

番

(
ワ
|
ク
事
業
「
カ
ン
ト
リ

酌

ー
ド
ー
ル
講
座
」

9

は

ω
町
民
セ
ン
タ
ー

湘

幻
日
間
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
交

判

流
会
(
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス

時

ラ
口
|
ム
・歩
く
ス
キ
|
)
蹄

9
:
∞
ピ
リ
カ
ス
キ

l

不

場
・
ピ
リ
カ
遺
跡
コ
ー
ス

{

幻
目
印
桧
山
管
内
サ
ロ
ン
フ
ツ

す

(
ト
サ
ッ
カ
ー
大
会

9
・
同

∞
総
合
体
育
館

。

幻
日
出

i
n
日
目
集
ま
れ
チ
ビ

5

ツ
子
今
金
雪
だ
る
ま
塾

日

学
習
セ
ン
タ
ー

一

お
日
間
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
桧
山
カ

2

ツ
プ
大
会

9

∞

総

志

合
体
育
館

話

内
車
問
V

電

7
日
間
青
年
婦
人
合
同
文
化
祭

楓

9

∞
町
民
セ
ン
タ
ー

の

7
日
出
第
お
回
町
民
歩
く
ス
キ

叫

ー
の
集
い

9

∞

ピ

め

リ
カ
遺
跡
コ

l
ス

心

〕ι刊日
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平
成
け
年
度
固
定
資
産

台
帳
の
縦
覧
に
つ
い
て

平
成
日
年
度
固
定
資
産
台
帳

の

縦
覧
(
地
方
税
法
4
1
5
条
第
l

項
の
規
定
に
よ
る
)
に
つ
い
て
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

O
縦
覧
期
間

・
3
月
1
日
1
3
月
お
日
ま
で

.
午
前
8
時
ぬ
分

1

午
後
5
時
日
分
ま
で

(
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
)

O
縦
覧
場
所
役
場
税
務
課

《
税
務
課
》

2
月
7
日
は

「
北
方
領
土
の
日
」
で
す
。

「北
方
領
土
の
日
」
は
、

1
8
5

5
年
2
月
7
日
に
調
印
さ
れ
た
日

露
通
好
条
約
に
よ
り
、
日
本
と
ロ

シ
ア
の
国
境
が
択
促
ぬ
と
ウ
ル
ッ

プ
島
の
聞
に
定
め
ら
れ
た
こ
と
に

由
来
し
、
昭
和
民
年

(
1
9
8
1

年
)
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
を
中
心
と
す
る
1
月
幻

日
か
ら
2
月
初
日
ま
で
の
間
「
北

方
領
土
の
日
」
特
別
啓
発
期
間
を

設
け
、
全
道
各
地
に
お
い
て
様
々

な
返
還
要
求
運
動
を
展
開
し
て
お

健診を受けて明るい健康づくり

月みんなの2 

り
ま
す
。

北
方
領
土
の
早
期
返
還
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
ひ
と
り

ひ
と
り
の
ご
協
力
が
不
可
欠
で

す
。
皆
さ
ん
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。覚

せ
い
剤
等
薬
物
乱
用
の

防
止

党
せ
い
剤
や
大
麻
な
ど
の
薬
物

は
習
慣
性
が
恨
め
て
強
く
、
乱
用

に
よ
る
幻
党
や
妄
想
が
、
殺
人
や

放
火
な
ど
の
凶
悪
な
犯
罪
や
交
通

事
故
を
引
き
起
こ
し
た
り、

中
毒

に
よ
っ
て
死
亡
す
る
な
ど
、

乱
用

者
本
人
の
み
な
ら
ず
周
囲
の
人
や

社
会
全
体
に
対
し
て
も
取
り
返
し

の
つ
か
な
い
被
害
を
及
ぼ
し
か
ね

な
い
も
の
で
す
。
さ
ら
に
は
、
乱

用
を
止
め
て
も
睡
眠
不
足
や
過

労
、
ス
ト
レ
ス
、
飲
酒
等
を
き
っ

か
け
に
、
幻
党
、
妄
想
な
ど
の
精

神
障
害
が
突
然
現
わ
れ
る

(フ
ラ

ッ
シ
ュ
パ
川
ノ
ク
現
象
)
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
特
に
、
少
年
に
よ
る
党

せ
い
剤
の
乱
用
が
依
然
多
く
、
深

刻
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す。
党
せ
い
剤
等
の
薬
物
は
、
心
身

を
蝕
む
だ
け
で
な
く
幸
せ
な
家
庭

や
人
の

一
生
も
台
無
し
に
し
ま• 

t 
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出光白星学側、世舟刷、副会福祉協議会への多額のこ'寄付、

ご厚意ありがとうございました.

(敬祢略)

社会福祉協議会だより

フミエ

今金婦人会

今金町日赤奉仕団

今金町職員組合

伊東忠

いしかわスポーツ

函館土木現業所

今金出張所

名

制11 川サダ子

北海道 電力 側

《苫小牧市》

高縞寅

鈴木

男宮崎一

す
。
皆
さ
ん
で
薬
物
乱
用
を
根
絶

し
ま
し
ょ
う
。
笹
察
で
は
、
党
せ

い
剤
等
薬
物
に
関
す
る
相
談
に
お

答
え
す
る
ほ
か
、
密
売
や
乱
用
に

関
し
て
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

。
北
槍
山
笹
祭
器8
4
6
1
1
0
 

《札幌市》

北
槍
山
職
業
相
談
室
へ
の

職
員
派
遣
日
に
つ
い
て

函
館
公
共
職
業
安
定
所
職
員
の

2
・
3
月
の
派
遣
日
は
、
次
の
と

お
り
と
な
り
ま
す
。

項 目 立f 晶 者 実施日 時 !問 対島地区 実施会樹 備 考

一般住民関係

一般相談 全住民 2月15日(月) 10:00-11 :45 全地区 総保合他福セ祉ン施タ設ー内 健鹿相融(血圧測定尿検査)

一般相談 全住民 2月22日(ij) 10 : 00-11 : 45 " N H 

乳幼児関係

股関節脱臼検診 生後4力月児 2月9日(火) 実13施0時0間-14: 00 全地区
八支雲所保他所今金 股関節X線掛影

乳児相談 生後3、6、9カ月児 2月18日(木l受付。時。間 N 総保合健セ稿祉ン施タ設ー内 健康相談 身体刑測
9 : 00-9 : 15 

乳児健診 生後4、7、10、12カ月児 2月18日(木) 受12付4時0間-13: OC H H 梱説 。栄華相融他府相酷

すくすく干育てダイヤル 就る学保前護者までの幼児のい 2月10日(水) 9:00-12:00 

妊産婦関係

無(産医婦地人区科巡)回診療
重科婦人科を畳診帝 2月9日(火)畳間11刊 全地区総合儒祉施設内色体調定席検査由科維
の方 13: 00-14: 30 保他センター 康相詰 医師陸軍(干I料}

お知らせ

女麻疹予防接車1の内容については 個別通知で諜内しますc
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《函館市》

浜西 f言

《乙部町》

山崎

北嶋武

卜

《瀬棚町》

《大野町》

-2月ω日
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時

1
ロ
時

17 
日

9
時

1
げ
時

-3月ω日
日
時

1
げ
時

11 
日

9
時

t
ロ
時

北
槍
山
職
業
相
談
室
で

の
雇
用
保
険
受
給
手
続
き
に
つ
い

職
員
派
遣
日
に
は
職
員
が

職
員
の
派
遣

な
お
、

て
は
、

取
り
扱
い
ま
す
が
、

日
以
外
は
八
雲
出
張
所
で
手
続
き

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
。
お
問
い
合
わ
せ

-
ハ
ロ

l
ワ
ー
ク
函
館

8
0
1
3
8
l

mー

0
7
3
5

• • 現
在
、
日
本
で
は
肺
ガ
ン
が
急

増
し
て
い
ま
す
。

1
9
9
3
年
に

は
男
性
で
は
死
亡
率
が
胃
ガ
ン
を

抜
い
て
第

l
位
に
な
り
ま
し
た
。

今
金
町
で
も
平
成
9
年
の
死
因
第

1
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

肺
ガ
ン
の
危
険
因
子
は
な
ん
と

い
っ
て
も
た
ば
こ
。
喫
煙
室
が
多

い
ほ
ど
ま
た
、
喫
煙
開
始
年
齢
が

若
い
ほ
ど
肺
ガ
ン
の
発
生
の
危
険

は
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
肺
ガ

ン
の
患
者
さ
ん
の
男
女
比
は
お
よ

そ
3
対
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
男
性
に
喫
煙
者
が
多
い
た

め
で
す
。

肺
ガ
ン
は
ほ
か
の
ガ
ン
に
比
べ

て
進
行

・
転
移
し
や
す
い
な
ど
の

特
徴
か
ら
、
手
ご
わ
い
、
ガ
ン
の

1

つ
で
す
。
肺
ガ
ン
の
早
期
は
自
覚

症
状
が
で
に
く
く
、
症
状
が
現
わ

れ
た
時
に
は
、
す
で
に
病
状
が
あ

る
程
度
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

で
は
、
自
覚
症
状
に
乏
し
い
早

期
ガ
ン
を
ど
の
よ
う
に
し
て
発
見

す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ

こ
で
重
要
に
な

っ
て
く
る
の
が

『
が
ん
検
診
』
で
す
。

肺
ガ
ン
検
診
で
は
主
に
紛
歳
以

上
の
方
を
対
象
に

「胸
部
X
線
検

査
」
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
タ
バ

長谷 川キヨ シ

菱田 旅館

(14J 

鈴木一雄

北部桧山医師会

山崎信 一

今金ダンスクラブ
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杉山背

磯村家具庖

折原商!苫

果

宮崎勝己

みなみかわ

外重鮮魚庖

外崎鮮魚 庖

内藤精肉庖

金沢 竹 治郎

瀬棚町手をつなくー親の会

東洋薬研

《北槍山町》

フォルケホイス。コーレ

姶山北高等学校

《今金町》

今金町政業協同組合

庖

今金ツバメ石油

沢 書
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コ
を
多
く
吸
う
方
に
は

「疾
検

査
」
が
特
に
大
切
で
す
。
胸
部
写

真
で
は
見
つ
け
に
く
い
種
類
の
肺

ガ
ン
も
早
期
の
内
に
発
見
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
特
に
肺
ガ
ン
に

か
か
り
ゃ
す
く
な
る
印
歳
以
上
の

人
は
、
年
に

l
度
は
肺
ガ
ン
検
診

を
う
け
ま
し
ょ
う
。

1
日
に
吸
う
た
ぽ
こ
の
本
数
に

た
ば
こ
を
吸
い
続
け
て
来
た
年
数

を
か
け
た
も
の
を
「
喫
煙
指
数
」

と
い
い
ま
す
。
喫
煙
指
数
が
4
0

0
を
越
え
る
方
、
例
え
ば
1
日
初

本
の
タ
バ
コ
を
初
年
間
吸
っ
て
き

た
方
は
肺
ガ
ン
に
か
か
り
ゃ
す
く

な
っ
て
い
ま
す
の
で

X
線
検
査
と

共
に
必
ず
液
検
査
を
受
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

(
保
健
一福
祉
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健
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く
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係
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住民の動態 場。や争やや娘。
金)82-0324

金)82-0221 

院(今

休日当番医
田医

今金町立国保病院(今

市
ロ

Hゴ2月7日

前月対比

5 ) 

12月末現在

7， 214人人口

男

11日

道南ロイヤル病院(北槍山)84-5011 

岩間医院(今金)82-0057

28日 北槍山町立国保病院(北槍山)84-5321

※診療時間

14日

21日

1 ) 3，476人

3， 738人 4) 

3 ) 

女
午前10時から正午まで

午後l時から 3時まで 2， 688世帯(

[Q]おたんじようおめでとう

12月8日(保護者

世帯数

， 

宏)高美11可

行)東

手口

寿

ん玖み美
る
鰹重
村
八

上

種川温泉の給湯日の霊更に-:>lf"C 
11月

幸)寒昇克

12月16日(保護者

12月18日(保護者

溜華ちゃん

上回 瑠衣ちゃん
種川温泉は毎週木曜日に定休日となっておりま

すが、 2月11日(木)は 「建国記念の日」の祝日に

なりますので通常営業します。

雄ーさん(種川宮前)=佐藤しのぶさん(トマンケシ)

勝幸さん(白石)=梅木 睦さん(下稲穂)

固いつまでもおしあわせに

l延 安達

以西

尚、 2月8日(月)は2月11日の振替として休湯

日とします。

又)

l町)

(金81歳

93歳

~おくやみもうしあげます

12月10日山口 春吉さん

庄司 定見さん

-・.. 

(南

(神丘共和)

(南町)

88歳

12月12日

12月19日
• 
• I田中サカエさん

• I山崎

経済活性化に向けて

3月中旬に

「今金町地域振興券」
を発行予定

• ••• -• • -• • -• 
l町)

87歳

l月20日受付分まで

〕
内

h
U1
 
〔

(本

(上花石)

返
清
ガ
困
難
な
万
巴
対
す
る

返
滴
百
倍
蛮
更
の
取
扱
い
巴
つ
い
て
の
ご
窯
内

こ
の
た
び
住
宅
金
融
公
庫
等
の

住
宅
口

l
ン
返
済
が
著
し
く
困
難

な
方
を
対
象
と
し
た
返
済
方
法
変

更
の
特
別
措
置
を
創
設
し
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
住
宅
金
融
公
庫
で
は
お

客
様
か
ら
の
住
宅
ロ

l
ン
返
済
相

談
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、
公

庫
支
庖
及
び
公
庫
取
扱
い
の
金
融

機
関
に
返
済
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
す
る
な
ど
相
談
体
制
を
一
層
強

83歳

78歳

12月19日

1月3日

1月5日

キミさん

静枝さん

東苔さん

飯田

高田
町は若い親の子育てや老齢福祉年金等の受給者、

低所得の高齢者層の経済的負担を軽減し、地域経済

の活性化を図るために「今金町地域振興券」を交付

します。これは交付対象者に2万円分の地域振興券

(商品券)を支給するものです。

この地域振興券は、今金町内に登録された特定事 .

業者で交付開始日から6カ月間使用できます。現在、 .

町では発行のための準備を進めておりますが、詳細 .

については決まり次第、広報、チラシ等で周知しま .

す。主な交付対象者、交付額は次のとおりです。(基

準日/平成11年1月1日)

• 
発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場

ι 

よ融公い化
う機庫にし
お関支懸て
願に庖念お
い後まのり
い相たあま
た談はるす
しいご方
また返は今
すだ済、後
。け中早の

まのめ支
. . ..  . . . . . . . . . . . . す金に払

今役IIfホームページ ~ttp://www.hakodate . or.JP/imakane/ 

• • 
• • 

主な対象者

①15歳以下の児童が属する世帯の世帯主

②老齢福祉年金の受給者等

③平成10年度分の町民税(所得割)非課税の方で、

年齢65歳以上。また、身体上又は精神上著し

い障害があるために常時、介護を必要として

いる方。

④平成10年度分の個人の町民税非課税である年齢

65歳以上の方。

日山
②
0
1
1
1
番

交付額

. ①上記G:の交付対象者/15歳以下の児童1人につき

2万円

②上記②~④の対象者/2万円

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


